
この章からは、先行研究調査のもう1つのアプローチとして、文献データ
ベースの活用について紹介していきます。



文献の「検索」と聞いて、まずGoogleやGoogle Scholarを思い浮かべる方も
多いかもしれません。
もちろんある程度の検索はできるわけですが、先行研究調査という目的で使
用するには、ここに挙げているような問題点があります。

1つ目は、網羅性の問題です。GoogleやGoogle Scholarでは、何が収録され
ていて何が収録されていないかがブラックボックスです。
重要文献が収録対象から漏れている可能性を排除できません。

2つ目は、検索性の問題です。検索条件を細かく設定できなかったり、並び
替えや絞り込み機能の弱さがあったりします。また、上位に表示される文献
がどういう基準で選ばれているのかが分かりません。

3つ目は、書誌情報が整理されていないことです。書誌情報というのは、論
文のタイトル、著者名、掲載雑誌名、出版年などのことを指します。イン
ターフェース上の書誌情報がまちまちであるため、検索結果の中から必要な
文献を選別作業していくことが難しいです。また、荒い書誌情報のものも検
索結果に含まれるため、その情報をもとに文献入手することが難しいものも
あります。



Googleのような検索エンジンとは別に、世の中には、学術文献の検索に特化
したデータベースが存在します。

学術文献の中でも対象によって使う文献データベースが異なってきます。
対象の主な区分方法としては、研究分野、日本語文献と海外文献、図書と雑
誌論文の主に3つです。

対象による使い分けがあるというのは、一般の情報検索と同じです。
例えば、美味しいカレー屋さんを検索するサイトと、旅行先のホテルを検索
するサイトは違いますよね。
「学術文献」という対象の中でも、さまざまな検索サイト、すなわち、文献
データベースがある、ということを意識してください。



ここで、文献データベースの機能について、きちんと理解してもらいたいこ
とをお伝えします。

まず第1に、文献データベースのメインの機能は、収集した書誌情報を整理
して検索する人に提供する、ということです。「書誌情報」というところが
ポイントです。
最近は、文献データベース上でPDFファイルを読めることが多いのですが、
それはあくまで付加的な機能です。
文献データベース側で、大阪大学で読める全ての論文のPDFファイルを掲載
している訳では無いので注意しましょう。
また、そもそも、大阪大学で読むことができる論文が良い論文とも限りませ
ん。その研究分野で鍵となる論文が大阪大学では読めない、ということもあ
るでしょう。

先行研究調査では検索と入手を切り分けることが大切です。
文献データベースでは、まず「検索」によって、必要と思われる文献の書誌
情報を得ることに専念しましょう。



それでは、具体的に、データベースを活用した日本語論文の先行研究調査方
法についてご案内していきます。



雑誌論文の情報を検索するためのデータベースは、2つの区分から選択する
のが基本となります。
1つ目の区分は、全分野型か特定分野型かというもの。2つ目の区分は国内論
文か、海外論文かというものです。

全分野型があれば特定分野型のデータベースは要らないのでは？と思われる
かもしれません。特定分野型のデータベースのメリットとしては、全分野型
よりもその分野ではより多くの論文を収録していたり、より高度な検索機能
があったりする点です。例えば、同じキーワードを入力したときにどんな論
文がヒットしてくるか、を見比べてみるのもいいでしょう。
自分の検索対象に合ったデータベースを使っていきましょう。



ここからCiNii Articlesというデータベースを使って、具体的に日本語論文検
索の方法を見ていきます。
CiNii Articlesは、1つ前のスライドの表にあったように、全分野型で、主に日
本語の雑誌論文を対象としています。
文献の中でも、事典類や学術書などの図書は検索対象では無く、雑誌論文の
みを対象としたデータベースです。

とくに人文社会科学系では、特定分野型の日本語論文データベースが無い分
野がほとんどで、実質的にCiNii Articles一択であるため、このデータベース
を使って説明します。
具体的な操作方法というよりも、検索の際のコツを中心に紹介しますので、
他のデータベースも同じような考え方で活用していただくことができます。



検索例題としてはこちらです。日本語資料を対象に、「SNSとヘイトピーチ
の関係性について」とうテーマで先行研究調査を行います。
まず思いつく2つのキーワード「SNS」と「ヘイトスピーチ」を入力して検
索してみたところ、4件のみのヒットでした。

本当にこのテーマの論文はこんなに少ないのでしょうか？
この後、いくつかのポイントを解説しながら、検証していきます。



まず1つ目のポイントとして、データベースの検索方式です。
CiNii Articlesは単純なキーワード検索方式のデータベースに分類されます。
入力したキーワードそのものが、論文タイトルや雑誌名、著者の情報に入っ
ていればヒットします。
入力したキーワードと少しでも違うとヒットしません。意味が似ているとか、
そういったことは全然考慮してくれません。



例えば、画面上に表示されているこの論文についてみてみます。
「SNS スペースヘイトスピーチ」や「カタカナのツイッタースペース ヘ
イトスピーチ」ではヒットせず、「英語のtwitter スペースヘイトスピー
チ」とするとヒットします。
単純に、論文のタイトルに含まれているのが英語のtwitterですので、英語で
twitterと入力しないとヒットしないわけです。

CiNii Articlesに限らず、文献検索のデータベースでキーワード検索する場合、
こういう方式で検索されることが多いです。
不要な検索結果は減りますが、必要な結果も見逃してしまう恐れがあります。
そのため、ポイント2のような工夫が必要となってきます。



先ほどの例でも見たとおり、キーワード検索方式の場合、キーワードとして
何を選択するかが検索結果に直結してきます。
そのため、キーワードをしっかり検討することが大切です。これが2つ目の
ポイントです。
同じ意味のことばである同義語や、似た意味のことばである類義語だけでな
く、そのことばを含むより広い概念の上位語、そのことばの中に含まれるよ
り狭い概念の下位語なども検討してみましょう。

たとえば、SNSというキーワードは「ソーシャル・メディア」「ソーシャ
ル・ネットワーキング・サービス」という表現がされているかもしれません。
また下位語としては、ツイッターやフェイスブックといった、具体的なサー
ビス名称で表現されていることも考えられるでしょう。
そしてさらに、それぞれのサービス名称についても、言い換えや表記方法の
違いを考えてみる必要があります。

次にヘイトスピーチというキーワードについてです。自分で考えてみたけれ
ど、他のキーワードがうまく見つからないというときは、参考図書などを
使って探してみるといいでしょう。



参考図書とは、百科事典や辞書類などのことです。
定義を調べるときに使うというイメージがあると思いますが、同義語や類義
語などを探すのにも便利です。自分の研究テーマを含むような専門事典があ
る場合は、それを使うのが望ましいでしょう。
参考図書にはオンラインで使えるものもあり、例えばJapanKnowledge Libは
複数の辞書・事典をまとめて検索できます。
JapanKnowledge Libは、自宅からも使うことができます。附属図書館Web
サイト右側の「キャンパス外から電子リソースを使う」からアクセスしてく
ださい。

他に、便利に使える無料ツールとして、国立国会図書館リサーチナビや、科
学技術振興機構のシソーラスmapがあります。



3つ目のポイントは、論理演算です。論理演算を駆使することで、集めた
キーワードを有効に活用できます。

最もよく使う論理演算としては、AND検索とOR検索、この2つがあります。
AND検索は入力した全てのキーワードを含むもの、という検索です。CiNii
Articlesではキーワードの間にスペースを入れるとAND検索になります。
AND検索は、一般的な検索のイメージとして皆さんがお持ちの検索方法かな
と思います。

もう一つはOR検索です。こちらは入力したキーワードのどれか1つを含めば
良い、という検索方法です。
CiNii Articlesではキーワードの間に「スペース 大文字のOR スペース」と入
力することで、OR検索ができます。

単純に言いますと、AND検索は検索結果を減らすことにつながり、OR検索
は増やすことにつながります。



ポイント1で見たとおり、キーワード検索方式のデータベースは、自分で入
力したキーワードに完全に一致しなければヒットしません。
そのため、不要な論文のヒットは少なくなるのですが、必要な論文も漏れて
しまう恐れがあります。
先行研究調査では、「できるだけ広く・漏れなく」論文を探すことを目指す
ので、これでは少し問題がありますよね。

その問題点を補うことができるのがOR検索です。ポイント2で得た複数の
キーワードをOR検索で活用することで、より漏れが少ない形での検索ができ
ます。

データベースによって、使用できる論理演算の種類や入力方法が異なってき
ます。
新しいデータベースを使うときは、ヘルプページやマニュアルを確認してみ
ることをお勧めします。



先に少し触れましたとおり、「SNS スペースヘイトスピーチ」では4件しか
ヒットしませんでした。これはSNSとヘイトスピーチのAND検索をしていま
すね。
検索結果を増やすために、まずはSNSのほうの同義語、類義語、上位/下位語
を検討します。



SNS自体の言いかえを、ソーシャル・ネットワーキング・サービス、ソー
シャル・メディア、と2種類用意しました。また、とくに広く使われている
SNSとして、twitterとfacebookも使ってみましょう。
日本語論文であっても、twitterやfacebookは、英語表記とカタカナ表記の両
方が使われる可能性があるのでどちらも候補に入れます。

そして、全てを「スペース大文字OR スペース」でつなげます。()でくくる
と、その部分をグループ化することができます。
ここまで考えたSNSのグループとヘイトスピーチとのAND検索という形で改
めて検索してみます。そうすると、結果は6件でした。残念ながらあまり増
えていませんね。
SNSだけで検索すると約6000件、先ほど考えたSNSの同義語グループで検索
すると約11000件と倍近く件数が増えるので、「SNS」側のキーワードの広
げ方としては悪く無さそうです。
ですので、次は「ヘイトスピーチ」のほうのキーワードを広げることを考え
てみます。



自分では同義語などが思い浮かばないときは、ポイント2で紹介した参考図
書やWebサイトを使うと良いでしょう。
例えば、国立国会図書館リサーチナビで、「ヘイトスピーチ」のキーワード
のマップを見てみたところ、「差別」「人権」「表現の自由」「言論の自
由」といった関連するキーワードを入手できました。
これらを使って改めてOR検索を行ってみます。

ヘイトスピーチのほうもスペース大文字ORスペースでつなぎ、()でくくって
グループ化すれば良いですね。そして2つのグループをスペースで繋いで
AND検索します。
そうすると50件でした。ある程度増えましたね。



ここで終えてもいいのですが、もう少し検索結果を広げる方法を考えてみま
しょう。その際にヒントになるのが、検索結果に出てきている論文タイトル
などです。
検索結果を簡単に見ていくと、他にも使えそうなキーワードを得られること
が多いです。ここでは「規制」も関連するキーワードとして活用できそうな
ので使ってみます。

ヘイトスピーチのグループのほうに「規制」をORで追加して検索してみると、
106件まで増えました。
最初の4件に比べるとかなり増やすことができました。これでもまだ少ない
と思われるときは、ここまで紹介した方法を使って検索式をさらに改良して
みてください。

これで検索例題は終了です。
文献データベースを使っての検索は、キーワードや検索式を練ることがとて
も大事、ということを感じていただけましたか？



データベース検索のTipsとして2つご案内しましょう。
1つ目は、予測と検証が大事、ということです。
自分が思っていたよりも、検索結果が少ない・多いという気づきは大切にす
ると良いです。検索結果を確認するなどして、キーワードや検索式を改良し
てみましょう。

2つ目は検索式と件数を記録しておくのがおすすめ、ということです。
いろいろな検索式を試していると、どの検索式で良い結果が得られたのかよ
く分からなくなってきます。各検索式での件数を随時記録しておくと、検索
式の調整を行いやすいです。
そして、先行研究調査は1度行って終わりではなく、研究を続けていく場合、
定期的に調査が必要なタイミングがあります。検索式を記録しておけば、再
調査をスムーズに行えます。



ある程度納得できる検索式を得られたら、検索結果からの選別は自分の目で
行います。
無理に検索式で件数を絞り込みすぎると、有用な論文を取りこぼしてしまう
ことがあります。100～200件程度ならば、じゅうぶんに選別可能ですので絞
り込みすぎないようにしましょう。
論文のタイトルや掲載された雑誌名などをもとに選別していきます。CiNii
Articlesは論文の要約にあたる抄録が含まれているものもありますので、抄録
を参考にして選別するのも良いでしょう。

その時に、「入手できるかどうか」は選別基準に入れないでください。
データベース画面上ではどうしてもPDFファイルがあるものに惹かれがちで
す。
ただ、先にもお伝えしました通り、PDFファイルが読めなくても重要論文で
ある可能性も大いにありますので、入手可否はひとまず考えずに選別作業を
行いましょう。

そして、選別作業が完了してからはじめて、実際の入手作業を行います。
この入手作業については、2つ目の教材「学部4回生・大学院生のためのフル
テキスト入手法」でご紹介します。


